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泡瀬干潟泡瀬干潟泡瀬干潟泡瀬干潟、、、、埋立予定地埋立予定地埋立予定地埋立予定地（（（（第第第第１１１１期工事区域期工事区域期工事区域期工事区域））））ののののサンゴサンゴサンゴサンゴ生息地生息地生息地生息地のののの保全要請保全要請保全要請保全要請    

         

貴職におかれましては、益々ご健勝のことお喜び申し上げます。 

 さて、別紙「記者会見」に詳細が記してあるとおり、泡瀬干潟で注目すべき貴重なサン

ゴ生息地を確認しました。 

 この貴重なサンゴ生息地の保全、活用について次の要請をいたします。格段のご配慮を

お願いいたします。 

 

要請 

  

１）泡瀬海域のサンゴ生息地（泡瀬埋立予定地のサンゴホットスポット、西防波堤北西の

サンゴ群落）を早急に調査すること。 

２）泡瀬海域のサンゴ生息地の保全について、早急に対策を講じること。 

３）都市隣接型のサンゴ類生息地として、アクセス特性を生かした観光資源（荒天時にも

利用できる海域生物観察スポット）や教育資源（サンゴ類生息環境等に関する研究サ

イト）としての活用を考えること。 

４）近隣の生息可能海域に次世代のサンゴを供給する資源（マザーポピュレーションとし

ての遺伝子資源）としての活用を考えること。 

５）現在の埋立地からホットスポットとサンゴホットスポットまでの距離は約 500～600ｍ

であり、埋立地から水面遊泳によって、容易に貴重な生物群集を観察することができ

る。現在までの埋立地を縮小あるいは撤去することが望ましいが、今後周囲の生物群

集に対する影響が小さいことが分かれば、既存の埋立地をエコツーリズムや研究のた

めのベースとして活用することを提案する。泡瀬干潟をエコツーリズムの視点からの

活用を考えること。 

  

                                     以上 


